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昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
白
石
町

越
河
、
斎
川
、
大
平
、
大
鷹
沢
、
白

川
、
福
岡
各
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生

し
た
白
石
市
も
そ
の
後
、
昭
和
三
十

二
年
三
月
三
十
『
日
に
小
原
村
を
合

併
、
面
積
二
八
五
・
九
四
平
方
キ
ロ

揖
と
県
内
第
二
位
の
広
大
な
面
積
を

有
す
る
市
と
な
り
、
観
光
・
物
産
を

中
心
と
し
た
都
市
と
し
て
発
展
の
一

途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
は
、
首
都
圏
を

結
ぶ
東
北
縦
貫
自
動
車
道
が
開
通
し

さ
ら
に
東
北
新
幹
線
建
設
工
事
も
順

調
に
進
み
、
昭
和
五
十
六
年
開
通
を

目
指
し
工
事
が
進
め
ら
れ
、
近
い
将

来
、
東
京
～
白
石
間
一
時
間
二
十
分

で
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
り
当
市
も
著

し
い
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
は
、
市
制
施
行
二
十
五
年
目

を
迎
え
ま
し
た
の
で
、
こ
の
年
を
一

つ
の
区
切
り
と
し
て
、
過
去
の
実
績

を
基
に
さ
ら
に
一
層
の
発
展
を
希
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、

数
々
の
記
念
事
業
と
、
市
勢
の
進
展

に
功
績
の
あ
っ
た
人
々
の
献
彰
等
を

行
う
た
め
、
十
一
月
二
日
（
木
）
市

民
会
館
に
お
隠
て
「
市
制
施
行
二
十

五
周
年
記
念
式
典
」
を
挙
行
す
る
予

走
で
す
。

記
念
事
業
施
行
審
議
会
の
設
置

合併調印式
　
市
制
施
行
こ
十

五
周
年
記
念
事
業

を
実
施
す
る
に
あ

た
り
広
く
市
民
の

意
見
を
聴
取
し
事

業
に
反
映
せ
し
め

る
た
め
「
記
念
事

業
施
行
審
議
会
」

を
設
置
し
、
事
業

の
進
め
方
を
協
議

し
て
い
ま
す
。
そ

の
審
議
会
は
、
市

内
各
分
野
の
代
表

の
方
々
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

商
工
業
団
体
　
鈴
木
誠
太
郎
　
白
石

商
工
会
議
所
会
頭

農
林
業
団
体
　
三
沢
賢
吾
　
白
石
市

農
業
協
同
組
合
理
事
長

婦
入
団
体
　
佐
藤
吉
子
　
白
石
市
婦

人
団
体
連
絡
協
議
会
会
長

労
働
者
団
体
　
浜
田
徳
兵
衛
　
白
石

地
区
労
議
長

社
会
福
祉
団
体
　
関
谷
宗
一
　
白
石

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

市
議
会
　
遠
藤
倉
雄
　
白
石
市
議
会

議
長

文
化
団
体
　
柿
崎
六
郎
　
白
石
市
文

化
協
会
副
会
長

教
育
関
係
　
鈴
木
五
朔
　
白
石
市
教

育
長

ス
ポ
ー
ツ
関
係
　
朝
倉
松
雄
　
白
石

市
体
育
協
会
会
長

　
記
念
事
業
施
行
審
議
会
に
お
い
て

決
定
さ
れ
た
記
念
事
業
の
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

1
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
募
集

2
、
前
市
長
麻
生
寛
道
氏
の
胸
像
製

　
作

3
、
市
民
憲
章
の
制
定

4
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
（
木
・
花
・
鳥
）

　
の
制
定

5
、
市
制
二
十
五
周
年
記
念
式
典

メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
募
集

　
市
制
施
行
後
二
十
五
年
を
経
過
し

た
過
去
の
実
績
を
踏
台
と
し
て
、
さ
ら

に
一
層
市
勢
が
進
展
す
る
よ
う
な
メ

イ
ン
テ
ー
マ
を
つ
く
り
市
民
挙
げ
て

推
進
し
で
、
ゆ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、
今
後
、
市
の
進
む
べ

き
道
し
る
べ
と
な
る
よ
う
な
文
で
簡

潔
な
も
の
。

　
（
例
）

　
新
し
い
意
識
と
感
覚
で
す
ば
ら
し

　
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て

▽
応
募
方
法

　
官
製
ハ
ガ
キ
に
、
テ
ー
マ
、
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
記
入
の
上
、

八
月
三
十
一
日
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
．

　
白
石
市
字
桜
小
路
三
十
五

　
　
市
役
所
秘
書
企
画
課
内
市
制
施

行
二
十
五
周
年
記
念
事
業
施
行
審
議

会
あ
て
郵
送
の
こ
と
。

▽
選
考
お
よ
び
賞
品

　
応
募
作
品
を
選
考
委
員
会
で
審
査

の
上
入
選
者
に
対
し
薄
謝
を
呈
し
ま

す
。前

市
長
麻
生
寛
道
氏
胸
像
建
立

　
昭
和
二
十
二
年
四
月
六
日
白
石
町

長
に
就
任
し
て
以
来
、
二
十
九
年
五

ヵ
月
の
間
、
市
勢
発
展
の
た
め
献
身

的
な
努
力
を
捧
げ
、
昭
和
五
十
｝
年

九
月
二
十
七
日
ご
逝
去
さ
れ
た
故
麻

生
寛
道
氏
の
胸
像
を
市
役
所
｝
階
ホ

ー
ル
に
建
立
し
、
末
永
く
麻
生
前
市

長
の
偉
業
を
讃
え
る
こ
と
に
な
り
ま
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　　　　　　　購翻i

し
た
。

　
十
一
月
二
日
に
除
幕
の
予
定
で
製

作
に
入
っ
て
い
ま
す
。

市
民
憲
章
制
定
委
員
会
の
設
置

　
市
民
一
人
一
入
が
白
石
市
民
と
し

て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、
連
帯
感

を
深
め
る
た
め
、
市
民
か
ら
親
し
ま

れ
、
愛
さ
れ
る
市
民
憲
章
を
制
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

，
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
代

表
に
よ
る
制
定
委
貝
会
に
お
い
て
、

広
く
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
制
定
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

方
法
等
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
民
憲
章
制
定
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

飯
沼
寅
治
、
和
泉
直
治
、
川
股
兵
三

吉
見
明
子
、
清
原
剛
雄
、
須
江
宣
勝

高
橋
辰
男
、
太
宰
ふ
み
、
米
沢
時
子

鈴
木
準
之
助

市
の
シ
ン
ボ
ル

　
　
制
定
委
員
会
の
設
置

農業祭行事日程

　
市
の
シ
ン
ボ
ル
（
木
・
花
・
鳥
）

制
定
に
あ
た
り
、
真
に
白
石
市
の
シ

ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
制
定

す
る
た
め
、
制
定
委
員
会
を
設
置
し

市
民
総
参
加
に
よ
る
シ
ン
ボ
ル
の
選

考
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
制
定
ま
で
の
選
考
方
法
等
は
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
制
定
委
員
会
委
員
　
　
（
敬
称
略
）

　内　　容

搬入展示審査

公開及び即売

　　〃

開
売
開

公
即

査
査
公

審
審
几
又

入
入
舟

搬
搬
一

生活用品展示

ドライバー

　　診断
搬入及び展示

一般公開
　　〃
搬入展示審査

公般公開
搬入及び展示

場所
第一小
　〃

　〃
家畜市場

　〃

　〃
農協会館

査
開

審示
公

展
几
又
，

入
舟

搬
一

バレーボール
ソフトボール

郷土芸能

第一小
　〃
　〃
市民会館

　〃
市民会館

　〃
第一小
　〃

　〃
市民会館

市営球場

甫民会館

時　間

9～16
　　〃

9～14
7～16

　　〃

　　〃

9～16
9－14
9～16

　　〃

9～14
9～16
9～14
9～16
9～14
9～16

　　〃

12～14

9～16
　　〃

L2～14

日

月10日

　11

　12

行事名
B
進
会

立
．
共
売

　
物
∬

－
産
貝

　
林
及

第
農
会

2
1
6
1
7

匹
会
会

．
．
進
売

2
共

　
畜
即

第
家
及

11

12
第　3　部

農協と農協展

　10

　11

　12

10～

　12

10～

　12

　11

　11

　12

5
と
会

立
．
械
換

4
機
交

　
業
古

第
農
中
第　5　部
生活改善展
第　6　部
白石物産展

5
び
展

立
口　

及
7
　
　
画

　
道

第
書
絵

10

11

12

第8音レクリエー

　ンヨン

上
野
雄
規
、
鎌
田
格
治
、
川
村
一
郎

小
室
　
肇
、
千
田
　
茂
、
中
橋
彰
吾

森
田
正
彦
、
佐
々
木
敏
雄
、
鈴
木
六

一
郎
、
平
井
千
恵
子

第
二
回
白
石
市
農
業
祭

　
農
業
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
が
年
々

き
び
し
く
な
る
中
で
農
業
者
は
良
質

の
農
産
物
を
生
産
す
る
こ
と
が
急
務

と
な
っ
て
き
て
い
ポ
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
市
と
農
協
が
一
体
と
な

り
、
昨
年
第
一
回
白
石
市
農
業
祭
を

開
催
し
出
品
物
の
比
較
検
討
を
行
な

う
と
と
も
に
、
生
産
物
へ
の
視
野
を

広
め
技
術
の
向
上
を
高
め
る
な
ど
、

次
年
へ
の
意
欲
と
希
望
を
与
え
大
き

な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
に
引
続
き
第
二
回
白

石
市
農
業
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
が

今
回
は
特
に
白
石
市
制
施
行
二
十
五

周
年
記
念
並
び
に
、
白
石
市
農
業
協

同
組
合
合
併
十
五
周
年
記
念
行
事
と

し
て
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
今
か
ら

出
品
物
の
準
備
を
心
が
け
ら
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

第
一
部
農
林
産
物

　
　
　
共
進
会
出
品
計
画

▽
穀
類
米
・
麦
・
大
豆
・
稲
か
ぶ

　
大
豆
か
ぶ

▽
園
芸
作
物
　
リ
ン
ゴ
・
な
し
・
柿

　
こ
ろ
柿
・
大
根
・
人
参
・
長
い
も

　
ご
ぼ
う
・
さ
と
い
も
・
か
ん
し
ょ

　
ば
れ
い
し
ょ
・
は
く
さ
い
・
ね
ぎ

　
キ
ャ
ベ
ツ
・
レ
タ
ス
・
た
ま
ね
ぎ

　
ほ
う
れ
ん
草
・
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

▽
特
用
作
物
　
葉
た
ば
こ
・
に
ん
に

▽
飼
料
作
物
　
デ
ン
ト
コ
ー
ン
・
か

　
ぶ
・
牧
乾
草
・
サ
イ
レ
ー
ジ

▽
養
蚕
　
ま
ゆ
・
桑
か
ぶ

▽
林
産
　
木
炭
・
く
る
み
・
く
り
・

　
生
し
い
た
け
・
干
し
い
た
け
・
な

　
め
こ
・
箱
な
め
こ
・
し
め
じ
・
ほ

　
だ
木
・
杉
・
松
・
檜
・
唐
松
苗

第
一
一
部
畜
産
共
進
会
出
品
計
画

▽
乳
用
牛
　
五
ー
十
ヵ
月
、
十
～
十

　
六
ヵ
月
、
十
六
～
二
十
四
ヵ
月

　
二
十
四
ヵ
月
以
上

▽
肉
用
牛
　
八
～
十
六
ヵ
月
、
十
六

　
ー
二
十
四
ヵ
月
、
二
十
四
ヵ
月
以

　
上

　
出
品
申
込
〆
切
り
期
日
は
十
月
十

日
の
予
定
で
す
。

市
制
施
行
二
十
五
周
年
記
念

　
白
石
市
健
康
ま
つ
り

　
広
く
市
民
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
普
及
振
興

し
、
健
康
、
体
力
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
も
っ
て
市
民
の
健
康
増
進
と

生
活
の
明
朗
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

▽
主
催
　
白
石
市
教
育
委
員
会
・
白

　
石
市
公
民
館

▽
期
日
　
昭
和
五
十
三
年
八
月
十
三

　
日
（
日
）
雨
天
の
時
二
十
日

▽
会
場
　
白
石
中
学
校
、
白
石
第
二

　
小
学
校

▽
種
目
　
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ

　
フ
ト
ボ
ー
ル

▽
こ
の
健
康
ま
つ
り
大
会
は
大
河
原

　
管
内
大
会
の
予
選
会
を
兼
ね
ま
す
。
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1
総
点
検
い
た
し
ま
し
ょ
う
ー

　
今
回
の
宮
城
県
沖
大
地
．
震
は
街
中

に
大
き
な
災
害
の
傷
跡
を
の
こ
し
ま

し
た
。
特
に
多
数
の
死
傷
者
を
出
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、
調
査
が
進
む

に
つ
れ
て
、
建
築
基
準
法
の
技
術
基

準
を
守
っ
て
い
な
い
も
の
に
被
害
が

集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
　
コ
ン
タ
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石

積
み
塀
な
ど
一
般
に
組
積
造
と
言
わ

れ
る
も
の
は
特
に
地
震
に
も
ろ
く
、

　
　
騰
　
　
　
・
、
、
凝

　
　
み

　
　
糊
　
　
　
’

儲

噛
謡
　
轄
覆
．
』
㌘
・

轟
　
繍
隅
今

凶
、
｛
孫
　
　
　
　
購
a
．

窃
鑛
鞭
濯
緯
糖
鞭
瀬

今
回
の
よ
う
な
大
惨
事
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
設
計
、
施
工
に
際
し
て
は
、
最
低

の
基
準
で
あ
る
建
築
基
準
法
を
満
足

さ
せ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
が

防
災
的
見
地
か
ら
法
を
上
廻
っ
た
、

よ
肌
安
全
強
固
な
塀
を
築
造
す
る
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
建
築
基
準
法
（
へ
い
）

第
六
十
二
条
の
八
　
補
強
コ
ン
ク
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

　
　
　
　
　
　
　
　
の
へ
い
は
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　
各
号
に
定
め
る
と

魍
、
・
　
　
こ
ろ
に
よ
ら
な
け

㌔
竃
ッ
、
‘

　　　響畢

倒れた岩石塀

れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
構
造
計

算
に
よ
っ
て
構
造

耐
力
上
安
全
で
あ

る
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
た
場
合
に
お

い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

　
と
。

　
二
群
以
下
の
へ
い
に
あ
っ
て
は

　
十
硬
、
）
以
上
と
す
る
こ
と
。

　
壁
の
端
部
及
び
隅
角
部
に
は
縦

　
に
、
そ
れ
ぞ
れ
径
九
．
、
り
以
上
の

　
鉄
筋
を
配
置
す
る
こ
と
。

　
鉄
筋
を
縦
横
に
八
十
勧
．
、
以
下
の

　
間
隔
で
配
置
す
る
こ
と
。

　
径
九
り
以
上
の
鉄
筋
を
配
置
し

　
た
控
壁
で
基
礎
の
部
分
に
お
い

　
て
壁
面
か
ら
高
さ
の
五
分
の
一

　
以
上
突
出
し
た
も
の
を
設
け
る

　
こ
と
。

　
に
よ
り
配
置
す
る
鉄
筋
の
末
端

　
は
、
か
ぎ
状
に
折
り
曲
げ
て
、

　
縦
筋
に
あ
っ
て
は
壁
頂
及
び
基

　
礎
の
横
筋
に
あ
っ
で
、
は
こ
れ
ら

　
の
縦
筋
に
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ぎ
か

　
け
し
て
定
着
す
る
こ
と
。

　
以
上
と
し
、
根
入
れ
の
深
さ
は

一
、
高
さ
は
三
后
以
下
と
す
る
こ

二
、
壁
の
厚
さ
は
十
五
碗
　
（
高
さ

三
、
壁
頂
及
び
基
礎
に
は
横
に
、

四
、
壁
内
に
は
、
径
九
．
・
サ
以
上
の

五
、
長
さ
三
・
二
好
以
下
ご
と
に

六
、
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定

七
、
基
礎
の
た
け
は
、
三
十
五
靴

　
　
三
十
秒
以
上
と
す
る
こ
と
。

　
さ
ら
に
次
の
事
項
に
も
注
意

1
　
へ
い
が
直
線
的
に
．
長
す
ぎ
な
い

　
か
．
控
壁
は
あ
る
か
。

2
、
笠
木
（
へ
い
頂
部
に
あ
る
）
が

　
緊
結
さ
れ
て
い
る
か
。

3
、
ブ
ロ
ッ
ク
自
体
の
破
損
、
風
化

　
は
見
ら
れ
な
い
か
、

4
、
換
気
用
穴
あ
き
ブ
ロ
ッ
ク
、
テ

　
ザ
イ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
の
多
用
は
な
い

　
か
。

5
、
鉄
筋
端
部
の
フ
ッ
ク
（
ひ
っ
か

　
け
加
工
）
は
有
効
か
。

6
、
地
盤
耐
力
は
十
分
か
（
土
質
・

　
排
水
等
）

塑トブロック造の塀
ウ
ド

津尉レ
　

ご下ほ

タ 　一　一■’

　
　
　
　
　
　
ロ

一
悔
一
　
　
　
　
　
一

一
控
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
一

げ
　
　
　
ヤ

一
一
￥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一
一
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、

一
一
、
　
　
　
　
　
　
　
、

∫
　
　
　
ー
レ
　
　
　
　
　
　
ー
1
》

　
へ
い
以
外
の

　
　
　
工
作
は
安
全
で
す
か

　
門
柱
、
門
扉
の
倒
壊
も
多
発
し
、

死
亡
事
故
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す

こ
れ
ら
工
作
物
等
の
点
検
も
必
要
で

す
、1

、
基
礎
根
入
れ
は
十
分
か

・

2
、
亀
裂
・
風
化
な
ど
が
見
ら
れ
な

　
い
か
。

3
、
へ
い
や
建
物
と
構
造
的
に
有
効

　
に
連
絡
さ
れ
て
い
る
か
。

4
、
蝶
番
・
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
、
控

　
え
柱
な
ど
は
有
効
か
。

以
上
の
こ
と
な
ど
を
総
点
検
い
た
し

ま
し
よ
う
。
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i
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商さ3m以下

員委業農

ま
し
た
。

農
業
委
員
は
、

展
に
対
処
し
、

　
委
員
名

渡
辺
　
実

大
野
雅
男

　　　　　見1離lll琳

　
七
月
十
四
日
の
農
業
委
員
会
委
員

の
統
一
選
挙
で
次
の
方
々
が
選
ば
れ

　
農
業
を
と
り
ま
く
経
済
情
勢
は
年

毎
に
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で

　
　
　
　
　
　
農
業
者
の
利
益
代
表

機
能
を
委
託
さ
れ
新
時
代
の
農
業
発

　
　
　
　
　
　
寄
与
す
る
任
務
を
持

っ
て
お
り
任
期
三
年
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
白
石
市
福
岡
深
谷
字
植

　
　
　
　
　
田
六
十
九

　
　
　
　
　
白
石
市
大
鷹
沢
大
町
字

　
　
　
　
　
新
屋
敷
二
十
二

樋
渡
栄
之
進
白
石
市
福
岡
深
谷
字
出

　
　
　
　
　
口
】

飯
塚
　
寅
　
白
石
市
白
川
小
奥
字
表

　
　
　
　
　
前
七
十
三
の
一

村
上
長
佐
衛
門
　
白
石
市
大
平
中
目

　
　
　
　
　
字
下
中
畑
前
八

日
下
忠
雄
　
白
石
市
福
岡
八
宮
字
吹

　
　
　
　
　
上
十
七

武
田
丑
松
　
白
石
市
福
岡
長
袋
字
山

　
　
　
　
　
ノ
下
六
十
二

佐
藤
仲
弐
　
白
石
市
斉
川
字
宮
内
敷

　
　
　
　
　
十
五

八
島
正
吉
　
白
石
市
越
河
字
箒
沢
六

　
　
　
　
　
十
五

高
橋
源
寿
　
白
石
市
小
原
字
追
越
四

大
庭
儀
兵
衛
　
白
石
市
小
下
倉
字
河

　
　
　
　
　
原
田
八

佐
藤
一
二
　
白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字

　
　
　
　
　
福
田
七
十
三

石
川
徳
寿
　
白
石
市
越
河
平
字
山
道

　
　
　
　
　
前
二
十
七

鹿
又
年
夫
　
白
石
市
福
岡
蔵
本
字
中

　
　
　
　
　
原
三
十
五

　
学
識
経
験
者

吉
見
三
代
治
　
白
石
市
字
清
水
小
路

　
　
　
　
　
五

和
泉
義
孝
　
白
石
市
字
寺
囲
三
の
一

　
農
協
代
表

三
沢
賢
吾
　
白
石
市
宇
沢
目
一
九
の

　
　
　
　
　
四

　
農
業
共
済
組
合
代
表

高
僑
永
雄
　
白
石
市
大
平
中
目
字
斎

　
　
　
　
　
原
五
十
一

　
ま
た
、
七
月
十
九
日
に
告
示
さ
れ

た
白
石
市
白
石
・
越
河
・
大
鷹
沢
・

福
岡
財
産
区
議
会
議
員
選
挙
は
、
定

数
に
よ
り
無
競
争
当
選
と
な
り
ま
し

た
。　

白
石
市
白
石
財
産
区
議
会
議
員

佐
藤
国
栄

大
庭
　
清

松
田
勇
三

古
同
『
す
↓
八
物
心

半
田
菊
夫

菊
地
栄
喜

半
沢
与
一

鈴
木
康
弘

太
斎
　
猛

八
島
幸
吉

後
藤
林
平

佐
藤
今
朝
治

　
白
石
市
越
河
財
産
区
議
会
議
員

佐
藤
内
蔵
雄

佐
久
間
正
一

霜
山
三
郎

半
沢
幸
治
郎

白
石
市
字
益
岡
二
二
〇

白
石
市
小
下
倉
字
山
岸

二白
石
市
字
新
町
七
三

白
石
市
郡
山
字
井
戸
5

白
石
市
郡
山
字
江
坪
三
。

　
白
石
市
柳
町
七
八

白
石
市
鷹
巣
字
寺
入
屋

敷
一
五
ノ
ニ

白
石
市
越
河
平
字
矢
尻

三
六

白
石
市
越
河
五
賀
字
上

馬
渡
戸
一

白
石
市
越
河
平
字
小
路

ノ
内
四
八

白
石
市
越
河
字
町
屋
敷

六
一

白
石
市
越
河
宇
町
屋
敷

八
六

　
白
石
市
越
河
字
鍛
冶

内
二
五

　
白
石
市
越
河
五
賀
字

荒
屋
敷
二
三

白
石
市
越
河
五
賀
字
八

幡
八

　
白
石
市
越
河
五
賀
宇

　
　
　
　
　
打
越
三
二

佐
久
間
義
勝
　
白
石
市
越
河
五
賀
字

　
　
　
　
　
山
田
七
五

　
白
石
市
大
鷹
沢
財
産
区
議
会
議
員

佐
藤
貞
吉
　
白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字

　
　
　
　
　
堤
上
四
八

八
島
亮
三
郎
　
白
石
市
大
鷹
沢
大
町

　
　
　
　
　
字
新
屋
敷
八
四

我
妻
篤
白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字

　
　
　
　
　
十
鉢
五
〇

大
橋
隆
志
　
白
石
市
大
鷹
沢
鷹
ノ
巣

　
　
　
　
　
字
芦
ノ
又
三
二

大
野
幸
一
　
白
石
市
大
鷹
沢
大
町
字

　
　
　
　
　
佐
野
道
一
二
四

酒
井
金
三
郎
　
白
石
市
大
鷹
沢
三
沢

　
　
　
　
　
字
宇
当
坂
一
九
八

角
張
新
一
郎
　
白
石
市
大
鷹
沢
三
沢

　
　
　
　
　
字
石
堂
一
一
七

佐
竹
靖
造
　
白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字

　
　
　
　
　
坂
端
七
一

佐
藤
右
善
　
白
石
市
大
鷹
沢
大
町
字

　
　
　
　
　
沖
ノ
沢
一
〇
一

高
橋
芳
松
　
白
石
市
大
鷹
沢
大
町
字

　
　
　
　
　
矢
ノ
ロ
西
八
一

小
野
定
雄
　
白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字

　
　
　
　
　
田
中
六
六

大
浦
栄
八
　
白
石
市
大
鷹
沢
大
町
字

　
　
　
　
　
沖
ノ
沢
二
二
七

　
白
石
市
福
岡
財
産
区
議
会
議
員

平
間
襲
吉
　
白
石
市
福
岡
深
谷
字
一

　
　
　
　
　
本
木
五
二

日
下
直
吉
　
白
石
市
福
岡
深
谷
字
三

　
　
　
　
　
本
木
八

小
形
栄
治
郎
　
白
石
市
福
岡
蔵
本
字

　
　
　
　
　
沼
二
番
二
二

山
谷
　
康
　
白
石
市
福
岡
長
袋
字
田

　
　
　
　
　
上
五
〇

菊
地
敏
白
石
市
福
岡
蔵
本
字
滝

　
　
　
　
　
下
一
〇
三

村
上
勇
一
　
白
石
市
福
岡
蔵
本
字
尾

　
　
　
　
　
箆
二
〇

菅
野
栄
治
　
白
石
市
福
岡
深
谷
字
鳥

　
　
　
　
　
越
一
四

最
上
末
男
　
白
石
市
福
岡
長
袋
宇
上

　
　
　
　
　
畑
八
九

立
田
由
治
　
白
石
市
福
岡
長
袋
字
将

　
　
　
　
　
碁
石
二
六

国
分
宗
雄
　
白
石
市
福
岡
八
宮
字
大

　
　
　
　
　
網
北
三
四
ノ
一
〇

志
村
富
治
　
白
石
市
福
岡
深
谷
字
児

　
　
　
　
　
捨
川
向
一
ノ
ニ

日
下
勇
吉
　
白
石
市
福
岡
八
宮
字
芹

　
　
　
　
　
沢
三
五

大
野
栄
一
郎
　
白
石
市
福
岡
八
宮
字

　
　
　
　
　
岩
瘤
一
ノ
一

日
下
貞
雄
　
白
石
市
福
岡
八
宮
字
下

　
　
　
　
　
屋
敷
五
ノ
一

新
山
栄
七
　
白
石
市
福
岡
八
宮
字
弥

　
　
　
　
　
治
郎
南
八

平
間
　
治
　
白
石
市
福
岡
深
谷
字
山

　
　
　
　
　
神
二
六

佐
藤
政
夫
　
白
石
市
福
岡
蔵
本
字
原

　
　
　
　
　
屋
敷
七

5



冒
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讐

　
毎
日
の
生
活
に

お
い
て
私
た
ち
は

と
も
す
れ
ば
運
動

不
足
に
お
ち
い
り

い
た
わ
っ
て
い
る

つ
も
り
の
体
が
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の

間
に
病
気
に
か
か

っ
た
り
、
か
か
り

や
す
く
な
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
健

地
に
モ
デ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を

設
定
し
て
、
よ
り
走
り
や
す
い
よ
う

に
は
か
っ
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
こ
の
機
会
に
、
ラ
ン
．
一
ン
グ
で
健
　
ノ
．
｝
辺

褥
黎
饒
騨
軋
鰍
瓢
才
レ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヨ
、
、

お
忘
れ
な
く
。
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冒
鐸
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に
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目
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灘
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批
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腎
ぐ
＼
ぐ
肉
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白
石
大
橋

　
し
で
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／
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／
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♂
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康
を
保
持
し
明
る
い
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
少
し

で
も
運
動
不
足
を
解
消
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
最
近
、
各
地
区
で
早
朝
ラ
ン
ニ
ン

グ
愛
好
者
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
健
康
で

明
る
い
生
活
を
送
る
た
め
の
体
力
づ

く
り
推
進
運
動
の
一
端
と
し
て
モ
デ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま

し
た
。
コ
ー
ス
は
各
人
の
体
力
に
応

じ
て
走
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

市
内
A
・
B
・
C
と
寿
山
A
・
B
・

C
の
計
6
つ
の
長
短
コ
ー
ス
に
別
れ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
各
コ
ー
ス

に
案
内
板
や
標
識
を
立
て
た
り
、
各

パ
し

ノ
、
！

ノ
溶
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　　　　　　　　　　　国

青少年相談センターだより

“
青
少
年
の
非
行
を
な
く
し

　
　
　
　
明
る
い
家
庭
を
”

　
長
い
夏
休
み
は
、
開
放
的
な
気
分

に
な
り
や
す
く
、
青
少
年
を
非
行
に

誘
発
す
る
時
期
で
す
。
そ
こ
で
先
月

号
に
引
き
続
き
「
青
少
年
の
非
行
と

そ
の
未
然
防
止
」
に
つ
い
て
、
特
集

し
ま
す
。

　
青
少
年
の
非
行
は
、
毎
日
の
テ
レ

ビ
、
新
聞
等
を
賑
わ
し
、
ま
た
身
近

か
な
も
の
と
な
り
マ
ン
ネ
リ
化
し
つ

つ
あ
る
。
　
［
方
、
青
少
年
も
悪
の
意

識
の
喪
失
、
低
下
に
よ
り
、
普
通
の

多
く
の
青
少
年
へ
と
一
般
化
し
て
い

る
憂
、
つ
べ
き
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
一
体
、
非
行
化
す
る
原
因
は
何
だ

ろ
う
か
。
今
ま
で
多
く
の
人
達
に
よ

っ
て
調
査
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
そ

の
原
因
は
複
雑
多
岐
で
あ
η
、
一
概
に

は
決
定
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
か
ら
4
0
年
も
前
に
、
ア
メ
リ
カ
の

精
神
病
理
学
者
で
あ
り
少
年
犯
罪
関

係
の
世
界
的
権
威
者
の
ウ
イ
リ
ア
ム

ヒ
ー
リ
ー
は
、
ぼ
う
大
な
費
用
と
時

間
を
か
け
た
大
が
か
り
な
調
査
研
究

か
ら
、
そ
れ
は
両
親
あ
る
い
は
そ
の

一
方
か
ら
の
愛
情
の
差
別
が
原
因
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
少
年
非
行
の

真
の
深
い
原
因
は
、
親
た
ち
に
あ
り
、

訓
戒
や
処
罰
で
は
容
易
に
な
お
ら
な

い
の
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
現
代
の
杜
会
環
境
は
複

雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
彼
ら
は

職
場
で
の
仕
事
、
学
校
生
活
、
入
間

関
係
な
ど
の
面
で
い
ろ
い
ろ
な
不
満

を
抱
い
た
ま
ま
毎
日
を
送
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
こ
こ
に
、
家
庭
の
青

任
の
み
な
ら
ず
学
校
、
職
場
、
地
域

社
会
環
境
に
も
責
任
が
あ
る
と
い
え

る
。
青
少
年
か
ら
非
行
を
な
く
す
た

め
に
、
各
々
そ
の
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
真
に
理
解
し
合
う
こ
と
に

よ
っ
て
の
み
そ
の
願
い
は
実
現
で
き

る
も
の
と
思
う
。

　
非
行
の
芽
は
ど
の
よ
う
な
形
で
生

え
て
く
る
か
、
次
に
参
考
ま
で
に
、

青
少
年
の
非
行
性
の
予
測
と
し
て
発

見
の
着
眼
点
E
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
◎
少
年
非
行
発
見
φ
着
眼
点

①
態
度
や
言
葉
づ
か
い
が
変
わ
る
。

②
う
そ
が
多
く
な
る
．

③
日
課
が
乱
れ
る
。

④
帰
宅
時
間
が
ま
ち
ま
ち
に
な
る
。

⑤
外
出
が
多
く
な
る
．

⑥
所
持
品
が
変
化
す
る
。

⑦
成
績
が
お
ち
る
．

⑧
変
な
友
だ
ち
が
訪
ね
て
く
る
。

⑨
服
装
や
身
の
ま
わ
り
品
を
気
に
す

　
る
。

⑩
読
み
物
が
変
わ
っ
て
く
る
．

⑪
夕
食
時
に
も
空
腹
を
訴
え
な
い
。

⑫
手
紙
や
電
話
に
敏
感
に
な
る
。

⑬
喫
煙
・
飲
酒
を
す
る
．

⑭
金
使
い
が
荒
く
な
る
。

⑮
精
神
的
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
。

　
以
上
の
点
の
外
に
も
気
を
付
け
、

早
期
に
非
行
の
芽
を
発
見
し
て
つ
み

と
り
、
明
る
い
家
庭
・
学
校
・
社
会

を
つ
く
ろ
う
。

　
詳
し
く
は
、
青
少
年
相
談
セ
ン
タ

ー
（
奮
5
1
2
1
1
1
内
線
4
3
2
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
2
　
　
　
　
　
　
豫
、
皿

tヘノ域瀞

♂o

蒲
、
、

　
　
N
、

“
夏
の
風
物
誌
”
も
火
事
の
も
と

　
　
正
し
い
花
火
の
遊
び
方

　
夕
涼
み
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
花
火

を
す
る
の
は
、
夏
の
夜
な
ら
で
は
の

楽
し
い
ひ
と
時
で
す
，

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
夏
の
風
物
誌
も

取
り
扱
い
を
一
歩
誤
ま
る
と
、
火
災

や
火
傷
な
ど
の
事
故
の
も
と
で
す
の

で
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ

　
花
火
の
注
意
書
き
を
読
ま
ず
に
、

水
平
に
も
っ
た
ま
ま
点
火
し
た
た
め
、

約
十
メ
ー
ト
ル
先
の
納
屋
に
火
が
飛

ん
で
全
焼
1
こ
う
し
た
花
火
に
よ
る

火
災
が
、
毎
年
、
全
国
で
こ
百
件
を

超
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
輸
入
品
も
多
く
出
回
る

な
ど
種
類
も
増
え
、
そ
の
取
り
扱
い

も
か
な
り
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
た
か
が
オ
モ
チ
ャ
の
花
火
1
と

タ
カ
を
く
く
る
の
は
危
険
で
す
。

　
花
火
を
す
る
と
き
の
注
意
事
項
を

い
く
つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

　
【
場
所
】

　
打
ち
上
げ
花
火
が
隣
家
の
屋
根
に

落
ち
た
り
、
地
上
を
走
る
花
火
が
近

く
の
紙
く
ず
な
ど
に
燃
え
移
っ
て
火

災
を
起
こ
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。
人

家
な
ど
建
物
の
密
集
し
た
と
こ
ろ
は

避
け
る
と
と
も
に
、
周
囲
に
木
く
ず

や
油
類
な
ど
燃
え
や
す
い
物
が
な
い

か
ど
う
か
確
め
て
か
ら
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
【
気
象
条
件
】

　
火
災
警
報
や
強
風
、
異
常
乾
燥
に

と
も
な
う
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
い

る
と
き
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。
そ

う
で
な
く
て
も
、
風
が
強
い
と
感
じ

た
と
き
は
避
け
る
の
が
賢
明
で
す
。

　
【
大
八
が
立
ち
あ
う
】

　
子
供
だ
け
で
遊
ん
で
い
た
た
め
に
、

周
囲
の
紙
く
ず
が
燃
え
出
し
た
の
に

適
切
な
消
火
が
で
き
ず
、
建
物
に
燃

え
移
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
大

人
が
立
ち
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
【
注
意
書
き
に
注
意
】

　
子
供
は
好
奇
心
が
強
い
た
め
、
花

火
を
分
解
し
た
り
、
火
薬
類
を
取
り

出
し
た
り
し
が
ち
で
す
。
花
火
に
使

わ
れ
て
い
る
火
薬
は
衝
撃
や
摩
擦
に

敏
感
で
、
ち
ょ
っ
と
こ
す
っ
た
り
す

る
だ
け
で
爆
発
す
る
危
険
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
数
本
ま
と
め
て

火
を
つ
け
た
り
す
る
の
は
極
め
て
危

険
で
す
。
注
意
書
き
に
従
っ
て
取
り

扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
【
水
の
用
意
】

　
ま
だ
火
が
残
っ
て
い
る
の
に
気
付

か
ず
、
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
た
た
め
に
火

事
に
な
っ
た
ー
そ
ん
な
こ
と
の
な
い

よ
う
に
、
必
ず
水
の
は
い
っ
た
バ
ケ

ツ
な
ど
を
用
意
し
て
万
一
に
備
え
る

ほ
か
、
マ
ッ
チ
や
花
火
の
燃
え
ガ
ラ

の
後
始
末
を
忘
れ
ず
に
。
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し
会

やば
存

殊文
保

　
今
か
ら
約
六
百
五
十
四
年
前
（
正

中
元
年
西
暦
一
三
二
四
年
）
に
大
鷹

沢
三
沢
大
聖
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
文
殊
菩
薩
の
祭
典

に
奉
納
さ
れ
る
は
や
し
は
、
都
合
で
一

中
断
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
三
年
前

に
「
文
殊
ば
や
し
保
存
会
」
　
（
会
長

遠
藤
武
志
）
と
し
て
結
成
さ
れ
、
白
㎜

石
市
民
会
館
に
お
い
て
も
発
表
会
を
…

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
お
ら
が
地
区
の
芸
能
一

と
し
て
保
存
し
、
新
し
い
郷
土
つ
く
．

り
の
発
展
と
情
操
教
育
に
寄
与
す
る

こ
と
が
目
的
で
、
は
や
し
人
は
会
員

（
九
十
一
名
）
の
内
の
子
弟
で
、
小

学
生
よ
り
中
学
生
ま
で
で
あ
り
調
度

品
の
関
係
で
現
在
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
（
は
や
し
人
）
は
毎

年
七
月
二
十
四
日
祭
典
の
出
演
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
、
講
師
小
野
彦
市

さ
ん
、
お
寺
の
和
尚
さ
ん
又
は
有
志

の
方
の
指
導
の
も
と
で
楽
し
く
練
習

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
祭
典
日
の
み
な
ら
ず
地
区

敬
老
者
へ
の
披
露
な
ど
も
計
画
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

「
古
老
に
よ
る
と
こ
の
文
殊
ば
や
し

は
祇
園
の
流
れ
を
く
む
と
も
言
わ
れ

て
お
り
笛
、
大
．
小
の
太
鼓
、
鉦
鼓

等
を
合
せ
て
行
な
う
も
の
で
あ
り
、

笛
吹
き
後
継
者
育
成
が
一
番
の
悩
み

で
す
。
而
し
不
良
行
為
少
年
が
年
々

増
加
し
て
い
る
今
日
、
こ
の
会
を
通

じ
青
少
年
の
非
行
防
止
の
一
端
と
も

な
れ
ば
幸
と
存
じ
て
お
り
ま
す
」
。
と

会
長
の
遠
藤
さ
ん
は
語
う
て
い
ま
す
。

㎜
帰
き
孝
考
あ
墾
太
④

　
　
　
【
伝
　
説
】
　
　
　
　
　
菅
野

御
諏
訪
様
と
旭
長
者

㎜
　
む
か
し
、
福
岡
蔵
本
の
菅
生
田
に

二
人
の
正
直
な
百
姓
が
住
ん
で
い
た
。

㎜
　
あ
る
と
き
、
講
中
の
人
た
ち
と
御

㎜
伊
勢
参
り
に
出
か
け
だ
。
帰
り
は
中

㎜
仙
道
を
通
り
、
信
州
の
諏
訪
神
杜
に

㎜
お
参
り
し
た
。
諏
訪
の
町
を
通
り
す

㎜
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
百
姓
に
不
思

㎜
議
な
こ
と
が
起
っ
た
。
履
い
て
い
る

㎜
片
方
の
轍
鞠
に
小
さ
な
石
こ
ろ
が
は

引
さ
ま
っ
て
、
歩
き
に
く
く
な
っ
た
の

㎜
で
、
取
っ
て
投
げ
た
。
し
ば
ら
く
歩

㎜
く
と
、
ま
た
、
同
じ
石
こ
ろ
が
は
さ

㎜
ま
る
。

㎜
　
こ
う
い
う
こ
と
が
三
度
、
四
度
と

、
起
っ
た
の
で
、
こ
の
百
姓
は
、

㎝
は
、
お
れ
の
留
守
ち
ゅ
う
に
、

㎜
か
変
り
ご
と
が
起
き
た
の
で
、

㎜
が
知
ら
せ
て
下
さ
る
の
だ
と
、

㎜
も
不
思
議
な
気
持
に
な
っ
た
。

㎜
恐
う
と
・

引
力
た
く
な
り
、

㎜
て
、

㎜
袋
の
紐
を
と
い
て
、

㎜
れ
た
。

㎜
　
す
る
と
、
歩
い
て
い

こと神なこ
うて様にれ

　
　
こ
の
石
こ
ろ
が
大
変
あ
り

　
　
　
　
草
鞍
か
ら
取
り
上
げ

腰
に
下
げ
て
い
た
皮
の
火
う
ち

　
　
　
　
　
　
そ
の
な
か
に
入

る
う
ち
に
、

新

ど
う
い
う
わ
け
か
少
し
ず
つ
腰
に
重

み
を
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
心
ち
ゅ
う
急
ぎ
足
の
た
め
に
、

こ
の
革
袋
を
手
に
取
っ
て
み
な
か
っ

た
。
何
日
か
た
っ
て
家
に
た
ど
り
着

い
た
が
、
家
内
一
同
な
ん
の
変
り
も

な
く
、
み
ん
な
元
気
で
、
気
持
よ
く

主
人
を
迎
え
た
。

　
安
心
し
た
百
姓
が
、
途
中
、
気
に

し
て
き
た
腰
の
袋
を
あ
け
よ
う
と
す

る
と
、
ど
う
し
て
も
口
か
ら
石
こ
ろ

が
出
て
こ
な
い
。
仕
方
な
し
に
包
丁

で
切
り
さ
い
て
出
し
た
と
こ
ろ
、
豆

粒
ほ
ど
の
石
こ
ろ
だ
っ
た
の
が
、
い

つ
の
ま
に
か
茶
碗
ほ
ど
の
大
き
さ
に

な
っ
て
い
た
。
不
思
議
な
こ
と
も
あ

る
も
の
だ
と
、
さ
っ
そ
く
上
段
（
奥

の
間
）
の
神
棚
に
供
え
た
。
そ
れ
か

ら
毎
朝
、
拝
ん
で
い
た
が
、
日
ご
と
に

太
っ
て
大
き
く
な
り
、
重
み
も
ま
し

し
て
一
升
徳
利
ほ
ど
に
な
り
、
供
え

て
お
け
な
く
な
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
と
、
裏
の
山
に
祠
を
建

て
て
安
置
し
て
、
御
諏
訪
明
神
と
名

付
け
た
。
根
が
勤
勉
正
直
で
、
神
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
せ

を
信
仰
し
て
一
生
懸
命
稼
い
だ
の
で

年
ご
と
に
金
持
に
な
っ
た
。
家
の
構

え
も
近
郷
近
在
ま
れ
に
み
る
よ
う
な

堂
々
た
る
も
の
だ
っ
た
。
南
向
き
で

白
石
川
に
面
し
た
母
屋
の
回
り
に
白

い
壁
の
蔵
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
建
て
ら
れ

そ
れ
こ
そ
「
い
ろ
は
」
で
数
え
る
ほ

ど
に
な
っ
た
。

　
郡
山
か
ら
出
た
太
陽
が
小
原
山
に

入
る
ま
で
、
蔵
の
色
が
何
回
と
な
く

変
り
、
五
色
と
も
六
色
と
も
い
わ
れ

た
。
世
間
で
は
菅
生
田
の
旭
長
者
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
神
石
に

立
派
な
社
殿
が
造
ら
れ
た
の
は
、
む

ろ
ん
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
者
の
家
は

そ
の
後
、
何
代
か
続
い
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
う
ち
に
ま
た
、
不

思
議
な
こ
と
が
起
っ
た
。
あ
る
と
き

人
の
古
同
さ
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
、
こ

の
神
石
の
お
が
り
か
た
（
生
長
し
か

た
）
が
ピ
ッ
タ
リ
と
と
ま
っ
た
。
そ

の
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
長
者
の
家
に
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
大
き
な
不
幸
が
起
っ
て

と
う
と
う
跡
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
今

で
も
、
こ
こ
に
長
者
屋
敷
の
跡
が
残

っ
て
お
り
、
ど
こ
で
も
の
よ
う
に
、

黄
斜
千
杯
、
漆
千
杯
の
話
が
伝
わ
っ

て
い
る
。

8

塔

生
活
の
知
恵

岩
　
山
　
忠
　
夫

味
噌
と
醤
油

　
農
山
村
の
人
た
ち
は
、
都
市
や
町

場
の
入
た
ち
と
違
っ
て
、
毎
日
重
労

働
を
す
る
の
で
、
多
量
の
塩
分
を
必

要
と
す
る
。
昔
、
こ
の
地
方
で
は
、

毎
年
、
山
吹
の
花
の
咲
く
こ
ろ
に
一

年
分
と
し
て
、
四
、
五
人
の
家
族
で

禺 「

宿
　
民

立
　
茜

は
半
俵
、
十
人
を
越
す
大
家
族
な
ら

一
俵
の
豆
を
煮
て
、
味
噌
樽
に
入
れ

て
自
家
用
の
味
噌
を
つ
く
っ
た
。
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
味
噌
煮
で
、
一
人
で

一
年
に
五
升
の
豆
の
味
噌
を
食
う
と

い
わ
れ
た
。

　
大
豆
は
一
俵
が
五
斗
で
約
十
八
貫

目
、
こ
れ
に
米
一
俵
で
約
十
六
貫
目

〈
投
句
さ
れ
る
方
へ
〉

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う

え
、
白
石
市
役
所
総
務
課
広
報
係
（
白

石
市
字
桜
小
路
三
五
）
へ

歌
壇
川
股
兵
三
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
づ
き

あ
か
あ
か
と
庭
の
な
だ
り
に
夕
陽
射
し
咲
き
し
皐
月

の
今
盛
り
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

連
翅
の
花
う
つ
ろ
ひ
て
鈴
蘭
に
お
だ
ま
き
も
咲
く
春

は
深
み
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
原
こ
ず
ゑ

祭
太
鼓
止
み
し
夕
べ
を
孫
た
ち
の
帰
り
ゆ
く
な
り
綿

飴
下
げ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
島
綾
子

郭
公
の
鳴
く
声
透
る
あ
し
た
な
り
芽
ば
え
し
人
参
お

ろ
ぬ
き
て
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
美
馬
き
よ

許
し
難
き
言
葉
吐
く
子
と
い
さ
か
ひ
て
な
さ
け
な
く

な
り
厨
辺
に
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
幸
子

そ
れ
に
塩
約
十
貫
目
と
水
を
加
え
る

と
、
大
体
、
六
十
貫
目
の
味
噌
が
で

き
あ
が
る
。
現
在
、
味
噌
の
使
用
料

は
、
ど
こ
の
家
で
も
昔
の
半
分
か
三

分
の
一
ぐ
ら
い
に
減
っ
て
、
味
噌
煮

も
二
年
か
三
年
に
一
回
の
よ
う
で
、

二
年
味
噌
、
三
年
味
噌
な
ど
は
、
な

か
な
か
食
え
な
く
な
っ
た
。
味
噌
は

な
ん
と
い
っ
て
も
、
ひ
と
土
用
お
い

て
、
次
の
年
に
食
う
の
が
一
番
う
ま

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
次
は
醤
油
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
地

方
の
古
老
も
醤
油
の
こ
と
を
「
た
ま

霜

轡．　
　
　
　
β
㌦

お
茶
を
く
む
若
き
乙
女
の
晴
姿
わ
が
過
ぎ
し
日
は
な

か
り
し
も
の
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
き
く

朝
あ
さ
に
庭
を
め
ぐ
り
て
雑
草
を
抜
き
ま
わ
る
吾
が

仕
事
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
峰

裏
の
田
は
団
地
に
な
る
ら
し
春
の
日
に
エ
ン
ジ
ン
の

音
終
日
ひ
び
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
敏
子

温
も
り
の
残
り
て
あ
り
き
夫
の
夜
具
に
今
宵
は
肩
を

包
み
て
寝
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
京
子

は
ら
は
ら
と
蓮
池
に
散
る
藤
の
花
伯
母
逝
き
し
日
の

寺
の
庭
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
津
代

り
」
と
い
う
し
、
昔
、
醤
油
を
つ
く
っ

て
売
つ
た
家
を
「
た
ま
り
屋
」
と
呼

ん
で
い
る
。

　
　
　
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り

　
味
噌
樽
の
真
ん
中
ご
ろ
に
糊
取
り

策
と
い
う
小
さ
く
て
細
長
い
策
を
突

っ
込
ん
で
お
く
と
、
樽
の
中
の
昧
噌

の
つ
よ
（
汁
）
が
自
然
に
、
こ
の
旅

の
中
に
た
ま
る
。
そ
れ
を
お
碗
か
茶

碗
で
す
く
い
上
げ
た
の
が
「
た
ま
り
」

で
あ
っ
て
、
醤
油
屋
で
売
る
も
の
よ

り
も
味
が
深
く
て
う
ま
か
っ
た
。
つ

ま
り
、
　
「
た
ま
り
」
は
味
噌
か
ら
取

る
自
家
用
の
醤
油
の
こ
と
で
あ
る
、

卜但

壇

　
そ
れ
か
ら
、
味
噌
漬
と
い
う
の
は
、

味
噌
の
中
に
、
だ
い
ご
ん
、
ご
ん
ぼ

（
ご
ぼ
う
〉
、
に
ん
じ
ん
、
ト
マ
ト

う
り
、
こ
ん
ぶ
な
ど
の
野
菜
や
海
草

や
、
き
の
こ
な
ど
を
突
っ
込
ん
で
お

い
て
味
を
つ
け
た
も
の
で
、
一
年
漬
、

二
年
漬
が
一
番
う
ま
く
て
、
そ
れ
以

上
漬
け
て
お
く
と
、
塩
辛
味
が
、
だ

ん
だ
ん
、
抜
け
る
。
ま
た
味
噌
の
中

に
野
菜
類
を
入
れ
過
ぎ
る
と
、
味
噌

の
味
が
落
ち
る
。

鈴
　
木

木
形
子
み
な
地
震
に
倒
れ
て
蒸
暑
し

　
（
評
）
地
震
（
な
ゐ
）
に
店
の
木
形
子
が
総
倒
れ

　
し
た
。
梅
雨
も
さ
中
の
蒸
暑
い
夕
べ
で
あ
っ
た
。

　
お
そ
ろ
し
い
事
実
の
強
い
描
写
で
あ
る
。

会
ふ
た
び
に
地
震
の
話
立
葵
　
　
　
　
佐
久
間
庭
蔦

庭
園
を
気
ま
ま
に
歩
き
さ
つ
き
展
　
　
小
野
嘉
津
子

葵
咲
き
村
一
番
の
旧
家
か
な
　
　
　
　
高
橋
正
男

余
震
な
ほ
育
ち
ざ
か
り
の
巣
つ
ば
め
に
　
八
島
葉
子

梅
雨
さ
中
小
原
の
で
ゆ
に
招
じ
ら
れ

立
葵
け
ふ
の
絵
と
し
で
、
ス
ヶ
、
チ
す

立
葵
高
き
に
咲
い
て
終
ひ
花

郭
公
や
山
の
夜
明
を
鴨
き
渡
り

薬
師
寺
の
石
段
暗
し
て
ま
り
花

行
き
行
け
ど
老
鶯
い
つ
も
遠
く
鳴
く

地
震
あ
と
ゆ
る
む
石
垣
立
葵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
、

貞
　
二
　
選
　
　
　
㎜
匿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

三
橋
扇
狂

鈴
木
晴
天

佐
藤
梅
月

日
下
ぐ
ん

陶
山
み
や

千
葉
静
山

三
浦
愛
嶺

選
者
吟

9



宮城県青年の船

　一般団員
　
㎜

　
　

　
　

　
｝駿

白石から5名参加

　
昭
和
五
十
三
年
度
（
第
六
回
）
宮

城
県
青
年
の
船
一
般
団
員
と
し
て
次

の
五
名
の
方
が
参
加
い
た
し
ま
す
。

　
県
下
の
青
年
と
共
に
「
宮
城
県
青

年
の
船
」
に
乗
り
、
船
内
で
の
規
律

あ
る
団
体
生
活
と
研
修
を
通
じ
て
連

帯
意
識
の
高
揚
と
心
身
の
鍛
練
を
図

る
目
的
で
八
月
十
六
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
、

沖
縄
県
な
ど
を
訪
問
い
た
し
ま
す
。

　
参
加
者

　
鈴
木
み
ち
子
（
大
平
）
美
容
師

　
漢
井
温
子
　
　
（
白
石
）
白
女
高
実

　
　
　
　
　
　
習
助
手

　
松
本
ま
き
子
（
白
石
）
東
北
ア
ツ

　
　
　
　
　
　
ギ
白
石
事
業
所

　
日
下
　
　
敏
（
福
岡
）
セ
コ
ム
工

　
　
　
　
　
　
業
株
式
会
社

　
小
室
美
喜
子
（
小
原
）
ソ
ニ
ー
白

　
　
　
　
　
　
石
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

　
　
　
　
　
　
株
式
会
社

小
久
保
平
・
沼

　
　
　
1
自
衛
隊
の
協
力
で
i

　
小
原
小
久
保
平
－
福
岡
蔵
本
沼
間

の
道
路
新
設
を
自
衛
隊
の
協
力
の
も

と
5
3
年
完
了
を
も
と
に
着
工
し
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、
九
月
三
十
日
ま
で
沼
分
の

延
長
一
、
二
四
八
冒
（
幅
員
五
・
五

駐
）
を
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
五
台
、
作
業

員
三
十
名
で
作
業
中
で
す
。

　
　
　
　
響
灘
驚

纏
　
　
灘
幾
郊
．
町
．
瞭

欧
．

　
節
　
　
　
欝
奄
．

　
　
　
　
　
　
騨

葱

ゾ
》

ぷ

を　　が
削
盛

‘

．
鞭

　
姻

、
鞍
、鐵

、
欝鷺

楓。

　
蛎蜘、

そ

攣
．
隔

蓑
こ

灘
「

細
’

款
噺

．
凶
豊

認
、

ぶ遇
・

職
’
曳

　
　
麟
［

s蹄麟

紳醐

一
ヤ
ー

μ
　
ー
　
ド
奏
宇
～

㌦　
』

　
丁

　
、

　
　
　
野
脅
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
、
饗
・

小
原
小
プ
ー
ル
完
成

　
小
原
小
学
校
の
プ
ー
ル
が
完
成
し

こ
の
七
月
十
九
日
に
落
成
式
を
行
い

ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
今
ま
で
小
原

中
学
校
の
プ
ー
ル
を
使
用
し
て
お
り

ま
し
た
が
今
度
は
自
分
た
ち
の
新
し

い
プ
ー
ル
で
元
気
に
泳
ぐ
こ
と
が
で

き
る
と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ー
ル
は
五
月
に
着
工
し
、

途
中
、
宮
城
県
沖
大
地
震
に
も
か
か

わ
ら
ず
二
ヵ
月
間
と
い
う
短
期
間
に

竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
一

千
九
百
三
十
万
円
、
長
さ
二
十
五
后

幅
十
肩
、
五
コ
ー
ス
、
プ
ー
ル
サ
イ

ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
、
洗
体
場
、
シ
ャ

ワ
！
場
、
洗
眼
場
等
が
と
と
の
っ
た

す
ば
ら
し
い
き
れ
い
な
プ
ー
ル
で
す
。

10

鶴｝

唾

繊覇．

駄
騨
．
眠

　
（
工
事
中
の
道
路
）

繊
欄
．
巻
㎜

轡
滴
虚
纒

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
、
険

　　艸ソ
戚晦

病

蚕
規

鞠

欝

　
　
喚
撚
、
薦

一
拝
ち
丁

市
長
日
誌
の

休
み
に
つ
い
て

　
鈴
木
市
長
は
去
る
六
月
初
旬
に
病

気
療
養
の
た
め
東
北
大
学
医
学
部
附

属
病
院
に
入
院
を
い
た
し
ま
し
て
以

来
ひ
た
す
ら
療
養
に
努
め
て
お
り
ま

す
が
そ
の
後
の
経
過
も
非
常
に
よ
く

順
調
に
回
復
に
む
か
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
心
配
や
ら

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が

元
気
に
登
庁
す
る
日
も
そ
う
遠
く
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
何
卒
ご
休
心
く
だ

さ
い
。
以
上
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り

ま
し
て
五
月
か
ら
掲
載
い
た
し
て
お

り
ま
し
た
市
長
日
誌
は
当
分
の
間
休

ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
る
よ
う

お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
冷
蔵
庫
で
の
食
品
保
存
期
問
の
目

　
安
（
約
5
℃
に
保
っ
た
と
き
）

鮮
度
が
悪
い
食
品
、
扉
の
開
閉
の
回

数
が
多
い
と
き
は
、
こ
れ
よ
り
短
く

な
り
ま
す
。

　
棚
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
り
ま
す

　
上
段
　
い
た
み
易
い
な
ま
も
の
を

　
中
段
　
日
持
ち
の
あ
ま
り
よ
く
な

　
　
　
　
い
加
工
食
品

　
下
段
　
そ
の
ほ
か
の
加
工
食
品

　
食
品
は
、
冷
蔵
庫
に
い
れ
て
お
け

ば
長
く
保
存
で
き
る
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
温
度
に
よ
り
保
存
期
間
が
あ

り
ま
す
。

冷蔵庫での食品の保存期問の目安（約5℃に保ったとき

件条の存保保存の目安食　品　名
種
類

乾燥すると風味が落ちます。

ラッブ用フイルムか、アルミホイルで包む
か、密閉

容器に入れましょう

魚肉皿があれば、そこに入れます

日
　
　
日
　
　
日
　
　
日

2
　
　
つ
∪
　
　
4
　
　
∩
∠

～
　
　
～
　
　
｝

1
　
　

2
　
　

3
　
　

1

ひき肉（ミンチ）

牛肉（薄切り〕

豚　肉（厚切り）

日
　
　
日
　
　
日

n
O
　
　
」
旦
　
　
2

～
　
　
～

5
　
3
　
約

と　り　肉
かまぽこ
　　（丸のまま）

ハム・ソーセージ
　　（スライス）

豆　　　腐

肉

類

加
工
食
品

アルミホイルに包むラッブ用フイルムか

なお魚肉皿があればそこに人れます。

よく洗った後薄塩をしてラソ内蔵をとり

ブ、薄塩をして十分ラッブ。

日
　
　
日
　
　
日
　
　
日

　
　
3
　
　
り
Q
　
　
4

　
　
～
　
　
～
　
　
～

－
　
　

∩
∠
　
　
2
　
　

3

み
　
身
　
じ

し

あ

さ
　
　
切
　
　
生

あじのひらき

魚

類

開封した’ら、その日のうちに使いましょう

栓をきちんと閉めましょう

容器に入れて、ふたをきちんとします（バ
ター）

ラッフやポリ袋で切口をシールします〔チ
ーズ）

長期保存するときは棚網におぎます

製造年月日から

　　　5～6日

開栓後1～2週間

開圭寸子妾辛勺2｝固隅1

孚L牛

乳酸飲料
バター・チーズ

季L

製

品

洗ってからラソフします

洗ってから、水切りしてポリ袋で密封

切ったら、必ずラッブします

ポリ袋に入れて密封します。

約　3日

3～5日
5～7日
約1週間

ほうれん草

トマトセロリ

グレーブフルーツ

納　　　豆

野
菜
　
　
果
物
類

味
自
慢

△

大平佐藤とみ子

や
き
な
す
の
ひ
き
肉
あ
ん
か
け

　
材
料
（
四
人
分
）
豚
ひ
き
肉
三
百

9
、
ナ
ス
八
個
、
し
ょ
う
油
大
さ
じ

四
杯
、
砂
糖
大
さ
じ
二
杯
、
酒
大
さ

じ
二
杯
、
こ
し
ょ
う
少
々
、
片
く
り

粉
少
々
、
臼
ゴ
マ
少
々
、
油
大
さ
じ

四
杯

　
つ
く
り
方

1
鍋
を
熱
し
て
油
を
落
し
、
豚
ひ
き

　
肉
を
妙
め
る
。
調
味
料
を
加
え
て

　
味
を
整
え
る
。
片
く
り
粉
の
水
ど

　
き
を
加
え
て
、
と
ろ
み
を
つ
け
る

2
ナ
ス
は
へ
た
を
落
し
て
縦
二
つ
割

り
に
し
、
皮
目
に
包
丁
目
を
斜
め

　
に
入
れ
て
両
面
を
焼
く
。

　
で
き
た
ナ
ス
を
盛
り
妙
め
た
豚
ひ

　
き
肉
を
う
え
に
か
げ
て
、
自
ゴ
マ

　
を
ふ
り
か
け
る
。

所談目ホ
お気軽においで下さい。

相
談
区
分

行
　
政
　
相
　
談

生
　
活
　
相
　
談

社
会
保
険
相
談

高
齢
者
職
業
紹
介

人
権
擁
護
相
談

補
聴
器
巡
回

　
　
サ
ー
ビ
ス

税
　
務
　
相
　
談

消
費
生
活
相
談

相
談
日

55
・
5
’
5

　
1
　
　
2

211
15

581815毎
週
水
木
金
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国　民　年　金

　特例納付の有利な納め方

　過去に納め忘れた国民年金保険

料の特例納付が、7月1日から2

年間に亘り実施されています。

　納める場合、その年齢によって

得をしたり損をしたりしますので

計画をたて、年齢にあった有利な

方法で納めましょう。

①65歳以上の人

　納めれば翌月から年金がうけら

れますので、一括して早めに納め

るのが有利です。分割して納めた

場合、特例老齢年金の納付期間を

満たすと、それ以上納めることが

できなくなり、少額の年金しかう

けられませんので注意しましょう。

②特例納付実施期間中に65歳にな

る人。65歳になる前日までに未納

分を納めると、65歳から年金をう

けることができますが、65歳を超

えてから納めると、納めた翌日か

らしか年金はうけられません。

　納付は分割でも結構ですが、特

例老齢年金が受けられる期間を満

たすと、あとの分は納められなく

なり少額の年金になります。

③大正4年7月2日以後に生まれ

た人。昭和55年6月30日まででし

たら、分割納付でもかまいません

　納付する場合　時効になってい

ない期問分（最近の2年問）は、

その当時の保険料で納められます

ので、まず最近の2年間の分を納

めてから、他の未納分を納めるの

が有利です。しかし過去の未納分

を納めても、これから60歳になる

までに納め忘れがあると、年金が

うけられなくなりますので、今後

の保険料は忘れずに納めることが

大切です。くわしくは市役所市民

課国民年金係へ（費5－2111
内線131）。

秘書企画課

さい。

　お問い合せは市役所秘書企画課

土地対策係（盈5－2111内線

327）へ。

お
L
」
d

税　　務　　課　お
　　　　　　　　　　　　　　　　し

　市内で買上げられたたばこ1箱　ら

（20本）から24円60銭のたばこ消　せ

費税が市の収入となります。板

　昭和52年度分の市たばこ消費税

収入額は1億3千百万円余りでし

た。　（市税収入総額の約11％にあ

たります）　市たばこ消費税の増1

収のためにたばこは市内で買いま

しょう。

　　山林有姿分譲地には

　　　　　　　　　　ご注意を

　現状有姿分譲には主に森林を図

面上でだけ区画割を行いあたかも

将来宅地利用が可能なように見せ

かけ素地価格も宅地見込地並みで

分譲する場合があります。いざ宅

地にしようとしても道路給排水施

設等がなく宅地にできないという

問題がおきております。

　購入される場合には契約される

前にまず現地を確認し登記関係は

どうなっているか、取得後の土地

利用が国土利用計画法、森林法等

の公法上の制限や市の土地利用計

画上問題はないかを十分に確認し

てから契約されるようご注意くだ

戦没者遺族の方々へ

　戦没者遺族援護のため、戦没者　お

遺族相談員に厚生大臣よりその業　し

務が委託されています。　　　　　ら

〉相談員　伊藤右三　　　　　　　せ

〉住所　自石市自川犬卒都婆字石　板

　　　　森22　暦7－2227㈲2513

〉委託期間　昭和55年9月30日まで

働く婦人の家

　働く婦人の家では小学生とその

お母さんを対象にお菓子作り講習

会を行いますのでお友達お誘い合

って申込下さい。

〉日時　8月22日（火）10時から
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　　　〉場所　働く婦人の家

〉申込〆切　8月15日まで

　くわしくは働く婦人の家奮5－

5095

自石郵便局
　郵便局の簡易保険では宮城県沖

地震でり災された方々のため簡易

保険業務の非常取り扱いを次の要

領で実施しております。

〉期間　6月14日～9月13日

〉取り扱い局　宮城県内各郵便局

〉内容

（1）死亡保険金、倍額保険金の非

　常即時払

（2｝地震により傷害をうけ入院し

　た場合の非常即時払

〔3）普通貸付金の非常即時払

　その他くわしいことは郵便局の

　窓口でおたずね下さい。

　市制25周年記念通信日付印

　　　　　　の図案募集について

　私達の自石市も市制施行25周年

を迎えることになり数々の記念行

事が企画されておりますが、その

一端として、郵便局では市民のみ

なさんがデザインした通信日付印

を募集しております。

　次により、8月20日まで白石郵

便局にご応募下さい。

　　　　　　　記

L図案　市制施行25周年を記念

　　　　するもの

2　型式　直径9cmの円形上部号

　　　　　に「市制施行25周年記

　　　　念」の文字と図案を表

　　　　示する。

3　その他官製はがき程度の用紙

　　　　一枚に一点とし、住所

　　　　　・氏名を記入する。

　詳しくは、白石郵便局（盈5－

　2743〉へどうぞ。

白石警察署
〉採用予定人員　約80人（A約40

　人、B約40人）

　A～大学（短大を除く）の卒業

　者又は来春卒業見込みの者

　B～上記以外の者

〉年齢　昭和26年4月2日から昭

　和36年4月1日までに生まれた

　男子

〉受付　8月10日から9月9日ま

　で

〉試験日　試験場所及び試験方法

〔11第1次試，験　9月17日（日）、仙台

　石巻・古川・大河原・若柳・迫

　の県内6カ所で、教養試験（択

　一式）、論文・作文試験及び身

　体、体力検査が行われる。

（2）第2次試験　第1次試験の合格

　者に対し10月25日（掬26日体）の両

　日にわたり、仙台市において適

　性検査、健康診断及び人物試験

　が行われる。

昭和53年度「白石夏まつり」

8月5・6目（土・日）

　　ふるさと自石おどりパレード

　　白石流しわんこう一めん

　　路上こけし実演大会

8月12・13日（土・日）

　　駅前盆おどり大会

8月15日（火）

　　チビッコ相撲大会

〉最終合格者発表　12月上旬

　詳細については、臼石警察署警

　務課（豊5－2138）へ

　身元不明者の身元確認強調月問

　警察では、全国的に8月1日か

ら8月31日まで「身元不明死者の

身元をさがす運動」を行います。

　家族の方、または知り合いの方

で次のことでお心当りがあり、ご

心配されている方は、白石警察署

の「身元不明死者の身元をさがす

相談所」においでください。

○出稼ぎにいったが、その後便り

　がない。

○長い間行方がわからない。

o理由がないのに家出した。

○事供、事故にあったのではない

　か

○病気等を苦にして家出した。

○家出したが自殺のおそれがある

身体障害者交通安全友の会

　白石支部より入会呼びかけ

　我々身体障害者、まして歩行困

難者にとっては、日常生活や社会

活動等における行動源として車は

必要不可決のものとなっています。

　我々身障者が自ら車社会に対応

するため白石支部では次の事業を

行い、よ『）多くの方に理解してい

ただくとともに、身障者の方にぜ

ひ入会をおすすめいたします。

　　　事業内容

1，駐車禁止除外指定車ステッカー

の交付手続代行（本人が運転しな

くても家族の人が運転できればス

テッカーの交付を行います。）

1．自動車税免税申請手続

1．法令講習会の実施

1．県友の会事業に協力参加

工．安全運転修練遠乗会

1．福祉団体との交流

　入会への詳細は、白石支部長本

多保一（調練場1／3　白石女子

校隣　暦5－9498）へ。
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成人病検診

　高水準の検査機能を備えた巡回

検診車「やすらぎ号」による成人

病検診を実施いたします。

　健康管理のため受診されるよう

おすすめいたします。

〉対象者　四十歳以上の市民

　（老人健康診査も同時に行いま

　す。）

〉検査種目　血圧、尿、その他。

　必要に応じて心電図、眼底、血

　液検査も行います。

〉日程

　8月7日　上戸沢集会所

　8月8日　弥治郎集合所

　時間はいずれも13時30分から14

　　　　　大βフ、・、～飼・せは二）

8月

日

1

9
一

∩
’

f
δ

1U

14

17

22

3ウ一

24

28

区　　分

健康相　談

3　カ月1見健診

健康相談
健　　康　　相　　、，八

1才も力目児f建言参

3カ月児健診

f建　康　相　r，へ

6カ月児健診

3才6カ月児健診

健　康　相　談

12カ月児育児相談

6　力　目児健診

健　康相　談

受付時問

9：30～14：00

0512
～

40ウ
臼1

9130～14：’00

9：30～14：00

12：30時間厳守

12：4⇔～12：50

9：3⇔～14：0〔）

12　：40～12　：50

12：30～13：00

9：30～14：00

12：40～12：50

9　：30～14　：00

対象地区

越河地区

大鷹沢地区

全　地　区

自石地区

自川地区

地　区

大平地区

・原地区

臼石地区

　　以外

区地奮

福岡地区

全　地　区

白石地区

斎川地区

場　　所

越河出張所

大鷹沢公民館

市民　会館

白石市役所
女子依憩室

自川公民館

市　民　玄　館

大平公民館

原公民館

市民　会館

福岡公民館

市民　会館

斎川公民館

備　考
午前→一般
午后→妊婦

53．4．14
　～5．10生

S52．2生三

S53．414～

　5．10生

S53．1生

S51．2生

S52．8生

S53．1生

※健康相談は’F前一ウー般　午后一）妊婦

9月

日

4

5

6

7

区　　分

健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊婦教　室

健康相　談

妊婦教　室

3カ月児健診

受付時問

9：00～14：0P

13：00～14：00

9：00～14：00

13：00～14：00

9：00～14：00

13：00～14：00

12：40～12：50

対象地区

白石地区

越河地区

大鷹沢地区

全　地　区

場　　所

白石市役所

越河出張所

大鷹沢公民館

市　民　会館

備　考

女子休憩室

53．5．10～

　　6．14

保

鰯
　’汐ノ　　　　馳
　　ノ
　　　　r　　ρ》
　　　　　ヤ　　ご　　　　　，　　　　　　6　　　　　き

’

健
翻

　　ツ反検査B　C　G

　小児結核はB　C　Gをまだ接種し

ていない小児に多く幼いお子さん

ほど結核感染に対する抵抗力が弱

く、重症になりやすいといわれて

おります。

　次の日程でツベルクリン反応検

査とB　C　G接種を行いますのでこ

の機会に接種をして下さい。

〉対象者　生後3カ月から4才未

　満でまだ一度もB　C　Gの接種を

　受けていない乳幼児。ただし、

　はしかの予防接種後1カ月以内

　の方及び三種混合、日本脳炎予

　防接種後二週間以内の乳幼児は

　受けられませ’ん。

レその他　母子手帳を持参

〉料金　無料

　日　程

　　　　　　ン　　を　　　ノベルク
　　　リン注射
地　区　　　　　　　　　時　間　　　　　　　　　　　　場　所　　　　　　毒BC愚

大　平

大鷹r尺

臼　石

8月29日

8月29日

8月29日

8月31日

8月31日

8月31日

9・31蕊

10・1隔

13・盤面

大

大難校

市民会館

休日急患当番医

月日

8／6

13

20

27

内科

大沼医院
5－2502

広瀬医院
5－0238

芭　　医院

5－2410

加藤（司）医院

5－2001

外科

刈田病院
5－2145

加藤（大）医院

6－2653

刈田病院
5－2145

朝倉病院
5－2101

都合により変更になる場合もあります。
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